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て電光掲示板に映 し出された MOONLIGHT GRAHAM, CHISHOLM,
MINN, NEW YORK GIANTS,1922, LIFETIME STATISTICS 1








































































































この Clintonの言葉はまさに metaphoricalな意味で ｢父親との和解｣を
示唆している｡RayKinselaが,自分が生まれる前の若き日の前途洋々たる
父親と出会うことによって ｢和解｣を成し遂げたように,疲れ果てた父親とし
てのイメージの theUnitedStatesAmericaから,｢アメリカの夢｣｢アメリ
カの理想｣に立ち戻ることによって,theRe-UnitedStatesofAmerica喜
創り出そうと言うのである｡
Clintonが ｢父親との和解｣に成功するかどうかは,そう望むけれども,誰
にも分からない.しかし,Springsteenの作品や映画 FieldofDreamsに見
られる ｢父との和解｣というテーマから分かることは,アメリカの社会が,そ
してその価値観が変化しつつあるということである｡ しかもそ′の変化は,
Dylanの ｢時代は変わる｣という歌に象徴される60年代の counter-culture,
anti-establishment的な変化ではなく,より融合的な,対立を調和させてい
こうとする変化である｡調和への願望自休が対立の存在を証明していることは
言うまでもないが,この変化がアメリカ社会の衰退ではなく成熟を意味してい
ると,少なくとも,その方向に進んでいる,と信じたい｡(ll/4/'92)
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Fieldo/Dreamsarequotedonlyasnecessaryinthecontextofcritical
analysュs.
1.THETIMESTHEYAREA-CHANGIN'ColumbiaPC8786(1963)
2.加藤秀俊 け メ')カ人｣(講談社,東京,1991年)p.47
44
3.前掲書,p.127
4.マーシャル･マクルーハンr人間拡張の原理｣(竹内書店,東京,1968年)p.280
5.GREETINGSFROM ASBURYPARK,ColumbiaKC31903(1973)
6.THEWILD,THEINNOCENT&THEESTREETSHUFFLE,Colum-
biaKC32432(1973)
7.BORNTORUN,ColumbiaPC33795(1975)
8.DARKNESSONTHEEDGEOFTOWN,ColumbiaJC35318(1978)
9.BORNINTHEU.S.A‥ColumbiaQC38653(1984)
10.NEBRASKA.ColumbiaTC38358(1982)
ll.TUNNELOFLOVE,ColumbiaOC40999(1987)
12.PhilAldenRobinson,FieldofDreams.(FOURINCreativeProducts
Corp.,Nagoya,1991)
13.Salinger.J.D.,TheCatcherintheRye,(PenguinBooks,Harmonds-
worth,1974).p.176-180
14.W.P.キンセラ著,永井淳訳 rシューレス･ジョー ｣(文聾春秋,東京,1985年)
p.376
15.小此木啓吾 rモラトリアム人間の心理構造｣(中央公論社.東京,1979年)
5章 ｢モラトリアム人間と文学｣の中の rライ麦畑でつかまえて.I-サリンジャー
論 参照
45
